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日本国政府出展屋内展示
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１．オープニング

　4月 23 日に日本のオープニング式典、オー

プニングレセプションを開催した。

１- １．オープニング式典
　屋内展示の開会式典としてテープカットセレ

モニーを実施し、続いて屋外展示の開会式典と

して鯉のぼりの掲揚を行った。その後、博覧会

事務局関係者を招いてレセプションを開催し、

村松統括プロデューサーによるフラワーデザイ

ンパフォーマンスを披露した。

9:00~9:20　屋内展示オープニング式典

・日本国政府代表挨拶　勝亦公使

・農林水産省代表挨拶　鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官

・テープカットセレモニー

　勝亦　日本国政府代表

　鈴木　農林水産省大臣官房生産振興審議官

　佐南谷　国土交通省大臣官房審議官

　和田　AIPH 副会長

　大槻　国際花と緑の博覧会記念協会企画事業部長

　宮下　日本庭園出展実行委員会会長代理

　山形　屋内展示現地事務所所長

・屋内展示視察／記念撮影

・移動（ゴルフカートを利用して移動）

 9:40-10:00　屋外展示オープニング式典

・国土交通省代表挨拶　佐南谷大臣官房審議官

・鯉のぼり掲揚

　勝亦　日本国政府代表

　佐南谷　国土交通省大臣官房審議官

　鈴木　農林水産省大臣官房生産振興審議官

　和田　AIPH 副会長

　宮下　日本庭園出展実行委員会会長代理

　大槻　国際花と緑の博覧会記念協会企画事業部長

　山形　屋内展示現地事務所所長

・記念撮影／屋外展示視察

10:00-11:30 EXPO 2016 会場視察

１- ２．オープニングレセプション
12:00-14:00　日本政府出展オープニングレセプション

　　　　　　（会場：コングレスセンター）

・村松統括プロデューサーによるフラワーデザインパフォーマンス

・日本国政府代表挨拶　勝亦 在トルコ日本国大使館公使

・乾杯挨拶　鈴木 農林水産省大臣官房生産振興審議官 

・歓談・会食

・閉会挨拶　佐南谷 国土交通省大臣官房審議官

第７章　行催事業務
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２．ジャパンデー、ジャパンフェスティバル

　9月 7日にジャパンデーを開催した。

（ビジネス意見交換会は第 8章参照）

２- １．博覧会側による迎賓
　15:00 より VIP 棟にて中村日本国政府代表、

鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官、古澤

国土交通省緑地環境室長らが博覧会側に迎えら

れた。中村政府代表がサインブックへの記帳を

行い、博覧会側から記念品をいただいた。

２- ２．ジャパンデー公式式典
　18:00 より屋外小円形劇場にてジャパンデー

公式式典が開催された。一般来場者も参加するた

め、進行は日本語で行い、トルコ語の逐次通訳を

行った。

・国旗掲揚

・日本国政府代表挨拶　中村 在トルコ日本国大使館公使

・農林水産省挨拶　鈴木大臣官房生産振興審議官

・歓迎挨拶　エルドアン キョク トルコ政府代表
・観光庁ビデオを上映

・映画「海難１８９０」のダイジェスト上映

・假屋崎省吾氏による華道パフォーマンス

・歌舞伎舞踊パフォーマンス

・記念撮影

２- ３．ジャパンデー記念レセプション
　19:30 よりコングレスレンターにてナショナ

ルデーの答礼として、日本側主催で博覧会幹部

らとのレセプションを開催した。假屋崎省吾氏

による華道パフォーマンスも披露した。

・日本国政府代表挨拶　中村 在トルコ日本国大使館公使

・EXPO 2016 挨拶 エルドアン キョクトルコ政府代表

・乾杯挨拶  古澤国土交通省緑地環境室長

・歓談・会食

・記念品贈呈（政府代表より EXPO 2016 代表へ）

・假屋崎省吾氏による華道パフォーマンス

・閉会挨拶  鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官
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２- ４．メインアトラクション
　21:00 より屋外小円形劇場にて「日本とトル

コの絆」をテーマに、「歌舞伎の舞、和の響き」

と題した日本の伝統的舞踊と和太鼓、三味線に

よる迫力ある演奏を披露した。舞踊は、伊瑳谷

門取と實川ふう。演奏は、打打打団天鼓により

実施した。

２- ５．ジャパンフェスティバル催事
　9月 7日から 10 日の４日間、ジャパンフェ

スティバルを開催した。

（１）映画「海難 1890」の上映
　9月 8日から 10日の

3日間、コングレスセン

ターにてジャパンフェス

ティバルの催事として、

日トルコ共同制作映画

「海難 1890」の本編を

３日間にわたりコング

レスセンター会場にて

上映した。

（２）押し花うちわづくり
　9月8日から10日の3日間、屋内展示スペー

スにて花きを使った体験イベントとして、押し

花を用いたうちわづくりを行った。大人も子供

も家族で楽しめる

催事として好評

だった。

（３）その他、屋外展示での催事
　オールジャパンとして、屋外展示のイベント

とも連動した広報を行い催事の相乗効果を図っ

た。9月 8日から 10日の 3日間、日本庭園で

は庭園技術のパフォ

ーマンスやワーク

ショップ、日本伝統

の遊びで大人も子供

も楽しんだ。
※ (3) の催事は、2016 年アン
タルヤ国際園芸博覧会日本庭園
出展実行委員会事務局の主催で
開催されたものであり、農林水
産省の事業ではありません。
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３．クロージング

　10月29日夜にレセプション、30日にクロー

ジング式典を実施した。（30日は博覧会側が多

忙なため、レセプションは29日の実施とした。）

３- １．クロージングレセプション
閉幕前日 19:30-21:00 クロージングレセプション

　屋内展示の閉会にあたり、運営にご尽力いた

だいた博覧会側の幹部や事務局スタッフを招き

コングレスセンターにてレセプションを開催し

た。

・日本国政府代表挨拶　中村 在トルコ日本国大使館公使

・来賓挨拶　エルドアン キョク トルコ政府代表
・農林水産省挨拶　綱澤花き産業・施設園芸振興室長

・日本庭園贈呈（梛野審議官よりキョク大使へ）

・日本出展ダイジェスト映像

・国土交通省閉会挨拶　梛野大臣官房審議官

 ３- ２．クロージング式典
10:00-10:30 屋内展示クロージング式典

・村松統括プロデューサーによるフラワーデザインパフォーマンス

・農林水産省代表挨拶　綱澤花き産業・施設園芸振興室長

・切り花セレモニー

　中村　日本国政府代表

　綱澤　農林水産省花き産業・施設園芸振興室長

　梛野　国土交通省大臣官房審議官

・記念撮影

11:00-11:30 屋外展示クロージング式典

・日本国政府代表挨拶　中村 在トルコ日本国大使館公使

・国土交通省代表挨拶　梛野大臣官房審議官

・鯉のぼり降納

　中村　日本国政府代表

　梛野　国土交通省大臣官房審議官

　綱澤　農林水産省花き産業・施設園芸振興室長

　松島　日本庭園出展実行委員会会長代理

　山形　現地事務所長

第７章　行催事業務
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日本出展に尽力いただいたトルコ関係者
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４．会期中イベント展開
　日本の花きの素晴らしさと伝統文化を来場者に楽しんでもらうために、花育ワークショッ
プ、いけばなやフラワーアレンジメントのデモンストレーション（実演）、盆栽ガイドツアー
を開催。花の座、花庵、メインスタンドを利用し、多くの来場者が観覧、参加され大変な反響だっ
た。花育ワークショップは４回、デモンストレーションなどの実演は１８回、盆栽ガイドツアー
２回は開催された。

第７章　行催事業務

jQwUeGcbek

開催日 内容 開催時間 場所

2016年5月14日(土)

花育

・いけばな実演

・花育ワークショップ

いけばな実演

 ①13:00~13:30

 ②14:30~15:00

ワークショップ

 13:00~16:00

いけばな実演：花庵

ワークショップ：花の座

2016年5月21日(土) いけばな実演 15:00~15:30 花庵

2016年5月28日(土) フラワーアレンジメント実演 15:00~15:30 花の座

2016年5月29日(日) いけばな実演 15:00~15:30 花庵

2016年６月4日(土) いけばな実演 15:00~15:30 花庵

2016年６月5日(日) フラワーアレンジメント実演 15:00~15:30 花の座

2016年６月11日(土)

花育

・フラワーアレンジメント実演

・花育ワークショップ

フラワーアレンジ実演

14:45~15:00

花育ワークショップ

15:00~16:00

アレンジ実演：花庵

ワークショップ：花の座

2016年６月12日(日) いけばな実演 15:00~15:30 花庵

フラワーアレンジメント実演 15:00~15:15 花の座

盆栽ガイドツアー 15:15~15:45 メインスタンド

いけばな実演 15:00~15:15 花庵

盆栽ガイドツアー 15:15~15:45 メインスタンド

2016年６月22日(水) フラワーアレンジメント実演 15:00~18:15 花の座

2016年６月25日(土) フラワーアレンジメント実演 18:00~18:15 花の座

2016年６月26日(日) いけばな実演 15:00~15:15 花庵

2016年7月2日(土) いけばな実演 16:00~16:15 花庵

2016年7月6日(火) フラワーアレンジメント実演 15:00~15:15 花の座

2016年7月9日(土) いけばな実演 15:00~15:15 花庵

2016年9月24日(土) 花育ワークショップ 13:00~14:00 花の座

2016年10月8日(土) フラワーアレンジメント実演 15:00~15:15 花の座

2016年10月22日(土) 花育ワークショップ 13:00~14:00 花庵

2016年10月23日(日) フラワーアレンジメント実演 15:00~15:15 花の座

2016年６月18日(土)

2016年６月19日(日)

(水)

ワークショップ
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日本国政府出展屋内展示

第８章　ビジネス意見交換会
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１．ビジネス意見交換会概要

　現在、トルコでは急速なインフラ整備が進ん

でおり、都市緑化について非常に関心が高い状

況にある。また、10 年ほど前までは装飾や贈

り物に造花が使われていたが、最近生花の使用

が増えてきていると言われている。このような

中、今後の日本とトルコのビジネスの可能性や

展望を探るため、ジャパンデープログラムの一

貫としてこの意見交換会を行った。結果は、座

長サマリーとしてとりまとめた。

日時：2016 年 9月 7日  14:30 ～ 16:00

場所：アンタルヤ国際園芸博覧会場内

　　　ＶＩＰ棟会議室

テーマ：都市化と人と環境

２．参加者一覧

（座長）

福井　博一

岐阜大学 応用生物科学部　学部長・教授

（日本側出席者）

磯村　信夫 一般社団法人日本花き卸売市場協会　会長

輿水　肇 公益財団法人都市緑化機構　理事長

山田　拓広 一般社団法人日本造園建設業協会 国際委員長

西岸　芳雄 全国花き輸出拡大協議会 事務局長

（トルコ側出席者）

セラハッティン アルツン SUSBiR　会長

ヤシン オツゾール  SUSBiR　副会長

シェネル コルクット   S.S.Flora Antalya 会長

ネジップ ポラット 　S.S.Flora Antalya 副会長

ギュルダル コシュ 　S.S.Flora Antalya エンジニア

SUSBiR ＝観賞用植物生産者組合

S.S.FLORA ＝花き市場グループ

鈴木農林水産省大臣官房生産振興審議官による挨拶

日本側参加者 トルコ側参加者

第８章　ビジネス意見交換会
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３．意見交換会内容

　ビジネス意見交換会の座長サマリーは以下の

とおり。

トルコ側出席者

１）全国 18社の花き市場が中心となって花き

生産者が組織化されＥＵ諸国やロシア等に輸出

が行われている。

２）輸出にあたって、輸出先国の文化や消費需

要等を分析し、それに基づいてカーネーション

やカスミソウ等の切り花を輸出している。

３）日本との取引では過去にはカーネーション

の輸出が行われていたものの、現在では取り扱

いがない。日本への輸出がなくなった理由とし

て、航空運賃が高いことや日本が求める品質基

準を満たせなかったことがある。

４）トルコ人は日本に対して強い親近感を持っ

ているものの、日本との文化の交流や理解には

至っておらず、ビジネスの構築が出来ていない。

５）植木業界においては、都市緑化に関する法

律によって、植木生産、造園施工、ランドスケー

プ等の関係企業は国内すべての企業が組織化さ

れており、都市化の進展に伴い、生産・流通も

拡大しつつある。

６）日本産の植木や盆栽はイタリアやオランダ

経由で一部輸入し、トルコ国内で育成した後に

国内への供給や中央アジア諸国等への輸出が行

われている。

７）日本からの植木等の直接輸入を希望してい

るが、トルコと日本の直接的な交流ルートは構

築できていない。

８）今後より質の高い日本産植物やデザインの

活用、栽培管理や施工管理技術の向上が必要と

なっている。

９）日本は花き・植木の先進国であり品種開発

が進んでいる。しかし、日本で育成された品種

などの情報が充分に入手出来ていない。

日本側出席者

１）物（花き・植木）の輸出入の前に、相互

の文化や国民性の理解、消費需要等の分析が

重要である。この点では、今回の国際園芸博

2016 が出発点となる。

２）日本庭園は、施工直後で完了するもので

はなく、その後の管理による 20 年・50 年後

の姿を目指している。剪定などの管理技術の

修得について協力できるのではないか。

３）日本からの切り花や鉢物の直接の輸出は、

輸送コストに加えて植物防疫上の問題や放射

能検査など解決すべき課題が多い。

４）日本は世界有数の花き先進国であり、花き・

植木の品種開発は世界の花き市場を牽引して

いる。これらの新品種等を是非トルコ国内に

紹介したい。

５）切り花や鉢物、植木などの物の輸出に加

えて、知的財産としての新品種増殖権を活用

することが可能である。日本の知的財産権を

活用してトルコ国内で増殖・生産した植物を

周辺諸国に輸出することで、トルコ国内の新

たな花き産業が生まれる可能性が高い。

　

日本とトルコの積極的な意見交換

第８章　ビジネス意見交換会
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意見交換の取りまとめ

　今後、日本とトルコの両国の園芸・造園の

文化と技術の交流を更に深めることとする。

　具体的な取り組みとして、以下のような取

り組みを検討する。

①来年日本の横浜で開催される全国都市緑化

よこはまフェア（３月 25日～６月４日　主催

は都市緑化機構と横浜市）では、トルコから

の SUSBiR 関係者の視察団を歓迎する。

②来年トルコのイスタンブールで開催される

EURASIA PLANT FAIR ISTANBUL ＆ FLOWER 

SHOW ISTANBUL （11 月下旬４日間）には、

日本からの全国花き輸出拡大協議会等の出展

を歓迎する。

③ SUSBiR や日本造園建設業協会等の組織間連

携に基づく、長期人材派遣研修や日本庭園の

管理技術セミナーの開催等の可能性を検討す

る。

第８章　ビジネス意見交換会

④切花や鉢物等現物の輸出が当面困難なものに

ついては、植物の新品種の導入を含めた知財輸

出入の可能性を検討する。

　なお、日本からのトルコへの切花及び鉢物の

輸出については、日本からの輸入農林水産物に

ついて放射能検査が義務付けられていることか

ら、当面は、極めて難しい。

　したがって、日本政府からは、鑑賞用植物に

ついては、アンタルヤ国際園芸博覧会の出品植

物と同様に放射能検査の対象から除外すること

を要求することが必要である。

2016 年 9月 7日

座長　福井博一　（署名）




